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宇治の文化的景観
～重要文化的景観～

宇治・白川地区の茶園分布図

茶問屋が軒を連ねる平等院表参道



文化的景観の構成要素

宇治の茶業の歴史

「宇治名所図（個人蔵）」の覆下茶園と茶摘み（江戸後期）

文化的景観の構成要素の１つ宇治壱番の茶園



「覆下茶園」
宇治独特の景観

寒冷紗茶園外観・内観

本ず茶園外観



宇治独特の景観

「手摘み」

大正時代のお茶摘みさんによる手摘みの風景
（宇治市歴史資料館蔵）

現在の手摘みの風景



「本ず茶園」
400年以上の伝統を持つ

茶摘み前

棚の柱となる丸太を打ちつけます 下骨の上に、よしで編んだよしずを載せてい
きます

打ちつけた柱と柱を竹などで固定し、棚の骨
組を作っていきます。この丸太と竹でできた
骨組を「下骨（したぼね）」と言います

載せたよしずを広げていきます
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やぐら組み

よしず載せ
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茶摘み後
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垂れもたし

わら上げ

番刈り

こぼち

わらふき

垂れ吊り

側幕を設置する骨組みを組みます

よしずの上にわらの束を載せていきます

摘み終わり、高さが不揃いになった茶樹を一
定の高さに刈り揃えます

茶園の上に載っていたわらを園内におとし、
「しきわら」として茶園に敷きます。こうする
ことによって、園内に雑草が生えるのを防ぎ、
また、わらが腐り、畑の養分となります

よしずの上に立ち、わらをまんべんなくふり
ます。均等にふらなければ、園内の遮光率が
均一にならないので注意が必要です

わらの束で編んだ「菰（こも）」を垂れもたし
に固定します

シーズンを終えた８月頃の茶園



「雀隠れに簀拡げ、烏隠れに藁葺きや」

恐怖！御茶壷様 !!

茶園と柿の木

宇治橋を始点とし、将軍のもとへとお茶壷
が運ばれて行きました



茶園が大人気観光スポット！？

七茗園と七名水

『宇治川両岸一覧』
（宇治市歴史資料館蔵）

七名園及び七名水の位置図



16世紀から残る惣門
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白川地区の景観
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表紙写真：白川上明茶園

木幡にひろがる茶園

厳島神社本殿
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